２０１５年度　第４回校内労働安全衛生推進委員会全体会
２０１６．３．１７（木）
１５：１５～１５：４５
◯◯小学校　職員室
　進行：衛生推進者
１．はじめの言葉（進行）　　　　　　　　　　　

２．衛生管理者（校長）より
３．協　　議　　　　　　　　（進行）
（１）今年度の計画の反省
	No
	期　日
	時　間
	会　議
	内　　　容

	１
	４月　２日（木）　
	　８：３０〜
	第1回委員会
	委員会結成・組織確認・全体会準備

	２
	４月　２日（木）　　
	１１：００〜
	第1回全体会
	安全衛生教育（法令等の共通理解）

	３
	５月２６日（火）　
	１５：００〜
	第１回市委員会
	郡山市の労安の推進について

	４
	７月１７日（金）　
	服倫委後～
	第２回全体会
	超過勤務状況と課題

	５
	１１月１６日（月）　
	１５：００〜
	第２回市委員会
	多忙化改善―桃見台小の取組実践

	６
	１２月１５日（火）　
	１６：００〜
	第２回委員会
	未実施（所長面談）

	７
	１２月２２日（火）　
	服倫委後～
	第３回全体会
	２学期までの評価、桃見台小実践紹介

	８
	３月　９日（水）　
	１６：００〜
	第３回委員会
	未実施（６校時―児童会各委員会）

	９
	３月１５日（火）　
	１５：３０〜
	第４回全体会
	次年度に向けての提言と指導


（２）今年度の校内労安体制の評価について
※　別紙・アンケートを本日中に担当まで
　　①　勤務はきつくなかったか？（身体面・精神面・時間面）
　　②　今後（次年度）の課題（こうしてほしいこと）
（３）超過勤務状況と課題
　　①　勤務時間の適正な記録
　　②　教育課程編成時の確認　　　特設　２日程度　→　３日程度
　　　　→　長期休業日は「休む」ためにある。子どもも大人も
　　③　広島中３自殺の記事から学ぶ
４．おわりの言葉　　　　　　　　　　　　　進行
◯◯小学校　校内労働安全衛生推進委員会

　労働安全衛生法（労安法）は、典型的な行政取締法で、その対象は主として事業者（教育委員会）となります。それに対して保護の対象は事業者に使用される労働者（教職員）です。教職員の安全と健康の確保は教育委員会の義務なのです。労安法は制定・施行と同時に学校・教職員にも適用・具体化されるべきでしたが、当時の文部省がこれを怠ってきました。しかし、学校現場は多忙化が進み、過労死する職員や自死に追い込まれる職員、精神的疾患を患って休職する教職員が激増しました。結果、１９９５年に労安法の適用を認め、労安法に基づく施策が普及してきました。労安法はわたしたちの健康と命、くらしを守るための法です。
　２０１５年度を振り返って、記述式で思っていること感じていることを書いて下さい。次年度に生かしたいと思います。
◎　学校で行われる３つの労働安全衛生活動の視点から　◎
①　作業管理（作業・仕事量の適切な管理）
　→　事業者が勤務時間の適切な管理を怠れば、「安全配慮義務違反」で罰せられます。道　

　　路交通法の「安全運転義務違反」と同じです。作業量が適切であったかを振り返る必　

　　要があります。勤務はきつくなかったでしょうか？
②　作業環境管理（職場環境を快適な状態にするー空気・温熱・照度・音・空間など）

　　　　　　　　（疲労回復のための施設・設備―休憩室・相談室の設置）

　→　快適な職場環境になっていますか？

③　健康管理（１年以内に１回、定期に１１項目の健康診断を行わなければならない）
　→教職員の精神疾患による休職者数が急増しており、心の健康づくりは極めて重要な健

　　康対策の課題となっています。（ストレスチェック）健康を損なう前に、心も体も健康

　　で働ける職場づくりが必要です。そんな職場になっていますか？
	


◎　次年度に改善したいことがありましたらご記入ください。
	


大変申し訳ありませんが、「お化け」と「後で」はなかなか出ないので、本日中に記入して衛生推進者（　　　　）まで提出してください。
